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研究成果の概要： 19 世紀末にローマ字版がパーリ文献協会から出版されながら，その後の研

究も翻訳もほとんど無かった『マハーボーディヴァンサ』（大菩提樹史）について，その解読の

助けとなる中世シンハラ語による資料を収集し，その梗概を把握して学会や論文で発表した．

また，これらの資料のうち特にパーリ語本文の解読にもっとも重要と考えられたシンハラ語版

『シーハラ・ボーディヴァンサ』（14 世紀）の第１章本文をユニコード・フォントによりデジ

タル化して HP 上に公開するとともに，パーリ語本文の解読を試みた結果，中世期スリランカ

のパーリ文献が，失われたシーハラ・アッタカターの伝統を受け継いでいると見られる独自の

内容を含むことと，また時に顕著な大乗仏教的な要素が見られることを確認した．研究の結果，

これまでその評価がなおざりにされていた，当該文献の価値の再確認とスリランカ上座仏教研

究史上での位置付けを行い，パーリ文献研究における中世シンハラ資料の価値と有用性を確認

することができた． 
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１．研究開始当初の背景 

(1) パーリ語文献中でも vaṃsa と名のつく

様々な年代記文学（chronicle）は，歴史文学

や歴史的資料を殆ど残さなかったインド文

化圏の中において，非常に特殊な事例として

注目されている．しかし中世期以降のパーリ

仏教文献の研究は，全体的に研究が遅れてい

る．その理由は，仏教研究者が第一に，聖典

及びその直接の注釈であるアッタカター文

献の研究に集中してきたことが主たるもの

であろうが，もう一つは古代シンハラ語で伝

えられたとされる聖典の注釈文献や付随文

献（口承伝承も含む）が，早くに失われたと

いう学会全体の思い込みがあり，中世期以降

の文献類についてはパーリ研究の最初期（19

世紀末～20 世紀初頭）に，様々な資料につい

てヨーロッパ人学者によるローマ字テキス

ト化や研究の動きがあったにもかかわらず，

その後ほとんど手をつけられていない状態

であった． 

(2) 本研究課題に取り上げた『マハーボーデ

ィヴァンサ』は，1891 年に S.A.Strong がロ

ーマ字テキストをPali Text Societyから出版

したものの，スリランカにおける伝統的な翻

訳以外に，近代言語における翻訳・研究は皆

無に近いものであった．しかし，vaṃsa と名

付けられる年代記文学が，スリランカにおい

て古代シンハラ語で伝えられた伝承（ 

sīha�a��hakathā）に基づくものであるというシ

ンハラ人自身の主張は，これらの文学の本文

を精査することによって，明らかになりつつ

あ り （ 例 え ば N. A. Jayawickrama, The 

Chronicle of the Thūpa and the Thūpavaṃsa 

(PTS:1971), pp.xxvi-xxxi），すでに研究が進ん

でいる聖典やその注釈文献に含まれる伝承

とは異なる複数の古い伝承の存在を明らか

にすることは，スリランカ仏教文献の歴史を

さらに明確にすることにつながる．また，釈

迦が成道を成し遂げた菩提樹への信仰は，今

も南方仏教，特にスリランカでは根強く，宗

教学的な意味でも重要である．  

 

２．研究の目的 

(1) 難解なパーリ語 Mahābodhiva
sa（11

～12 世紀）の解読のために，その直後に著さ

れたシンハラ語の難解語注釈，シンハラ語版

Sīhala Bodhiva
saya を，パーリ語本文の解読

に役立つようローマナイズ・テキストを作成

し，Geiger が作成したシンハラ語語彙集を補

充する基礎とし，今ではシンハラ人ですら読

解できない中世シンハラ語と，対応するパー

リ語，サンスクリット語を提示して，パーリ

文献研究者，ならびに，シンハラ語学や関係

諸学の研究に役立てることである． 

(2) 第二の目的は，シンハラ語資料を利用し

て，読みにくいパーリ語 Mahābodhiva
sa の

内容を解読し，中世シンハラ仏教の諸相を明

らかにすることである．特に菩提樹信仰は，

仏舎利信仰，とりわけ仏歯信仰と並んで，シ

ンハラ仏教徒にとって，宗教的・社会的・政

治的に非常に重要な意味をもつものであり，

その信仰を支える原理を構成しているもの

を明らかにすることである． 

 

３．研究の方法 

(1) 平成 19 年度は，シンハラ資料の入手の

ため，ドイツ・ゲッティンゲン大学所蔵の故

ハインツ・ベッヒッェルト教授のコレクショ

ンを調査し，『マハーボーディヴァンサ』の

シンハラ語版である『シーハラ・ボーディヴ

ァンサヤ』，スリランカで最も古いといわれ

る『グランティパダ・ヴィヴァラナヤ』（難

解語注釈）等を入手し，パーリ文第１章の解

読を進めた．シンハラ資料の分量が予想以上

に多いことから，パーリ本文解読上もっとも

効率性と有用性の高いと思われる，『シーハ



 

 

ラ・ボーディヴァンサヤ』のユニコード・フ

ォントを用いたローマ字化を行い，その研究

の成果の一部を学会で発表した． 

(2) 平成 20 年度は，引き続き『シーハラ・

ボーディヴァンサヤ』のユニコード・フォン

トを用いたローマ字化を進めて完成すると

ともに，実際に，パーリ語本文と対照してパ

ーリ文の研究を進めた．内容は，すでに他の

ブッダ伝やスリランカの歴史書等にパラレ

ルがあるので，それらと比較しつつ研究する

うちに，場合によっては，パーリだけではな

く北伝仏教文献やガンダーラ美術との関係

も検討する必要が明らかになり，随時，研究

方法の中に取り入れた．語彙集については，

研究期間内に，発表できる体制には至らなか

ったが，今後の随時公開する準備を整えてい

る．  

 

４．研究成果 

(1) 平成 19 年度は日本印度学仏教学会（四

国大学）で，Mahābodhiva
sa の第１章の「ス

メーダ・カター」について研究成果を発表し，

またその内容を当該学会誌に英文で発表し

た．仏教が小乗から大乗へ発展する内的契機

を含むこの物語のパーリ文献中の位置付け

を研究するなかで， 当該文献の中に明らか

に大乗的な「般若」思想が見られること，ま

た輪廻の「荒海」の代わりに「荒野」という

法華経などに見られる表現も見出され，それ

がシンハラ語資料によっても裏付けられる

ことを確認した．平成 20 年度は，ソウル，

アトランタ，アヌラーダプラ（スリランカ）

の学会で研究成果を発表した． 

(2) シンハラ・仏教文献の資料収集のために

ドイツとスリランカに調査に赴いた．特にス

リランカでは，地理・地誌的情報や，口承伝

承を採取する必要性を感じていたので，各年

度 1 回ずつ調査を行ったが，現地調査を通じ

て，地理的記述の正確さが必ずしも，パーリ

文献において，成立年代がより古いとされて

いるもののほうが正確とは言えないことを

立証するとともに，副産物的成果として正当

パーリ文献には含まれないものの，北伝仏教

ないし大乗仏教文献ではよく知られ人気の

ある仏教説話がスリランカでもよく知られ

ていることが，古い寺院の壁画によって知る

ことができた．その一つである Aluvihāra の

洞窟壁画では，日本の『玉虫厨子』に描かれ

るのと全く同様に，「捨身聞偈説話」と「施

身飼虎説話」が同じ洞窟の壁面に描かれてい

るのを発見した．この他にも別の寺院で「施

身飼虎説話」が描かれていたが，それぞれ北

伝仏教文献の別のものと一致する内容であ

り，有名な『金光明經』とは全く違うことが

判明した．この説話がどのようにしてスリラ

ンカに知られるようになったかは新たに解

明が必要であるが，研究期間の最後にあたり，

この説話がシンハラ中世（14～15 世紀）の

Saddharmaratnākaraya に含まれているら

しいことまで，突き止めることができた． 

(3) 研究の結果，ますますシンハラ仏教文献

研究の必要性が確認できたが，この分野の研

究は現在，スリランカの仏教研究者でも知識

に乏しく，また古い資料の入手が困難になり

つつあるなか，現存資料の確認・保存と，シ

ンハラ資料の研究ができる研究者グループ

のネットワークが急務であるとの結論に至

っている．また，そのためのツールとして，

中世シンハラ文献に使われるシンハラ語語

彙データベース（特に，パーリ語，サンスク

リット語との対照）の必要を痛感し，作成中

であるが，2 年の研究期間においては，まだ

作成は緒に着いたばかりであり，今後継続し

て作成したいと希望している． 
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